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マカジキ 中西部北太平洋 
（Striped Marlin Tetrapturus audax） 

 

管理・関係機関 

中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC） 
北太平洋まぐろ類国際科学委員会（ISC） 

最近の動き 

最新の資源評価は、2019 年 4 月に ISC かじき類作業部会に
よって実施された。本資源評価は、前回の資源評価から東西の
境界や漁業の定義等を変更し、大幅な改変をした。資源評価の
結果、資源状態は乱獲状態にあり、漁獲は 1993 年以降、過剰
漁獲の状態にあるとされた。しかし、ISC かじき類作業部会は、
この結果に様々な不確実性が含まれていることを指摘してい
る。また、ISC かじき類作業部会は、様々な漁獲状態の組み合
わせで、近年の低加入が続く場合と、過去からの平均的な場合
の将来予測を実施し、それぞれのシナリオで、初期資源量の
20％まで回復する確率を示した。これらの結果を踏まえ、2019
年 12 月の WCPFC 年次会合では、本資源の暫定的な資源回復
目標を、2034 年までに少なくとも 60％の確率で 20％SSBF=0 を
達成することとし、当該回復目標を達成するための保存管理措
置の改正を今後検討することが合意された。2020 年 12 月の
WCPFC 年次会合では、米国から資源回復計画案が提案された
ものの、合意には至らなかった。また、ISC かじき作業部会に
対し、日本の公海流し網が禁漁となった後に漁獲圧が上昇する
理由を説明すること、WCPFC の公式統計と、資源評価で用い
られた漁獲量の不一致について確認することが要求された。
2021 年、ISC かじき作業部会は、これらの要求に対し議論を行
い、資源評価結果の問題点について再度確認し、2022 年に再
度本資源の資源評価を実施することを提案した。2021 年 12 月
の WCPFC 年次会合は、この提案を受け入れ、本資源は 2022
年 3 月に資源評価を実施し、結果を WCPFC に報告することと
なった。 

利用・用途 

刺身、寿司で生食されるほか、切り身はステーキや煮付けと
される。 

漁業の概要 

北太平洋における本資源の漁獲の大半は我が国によるもの
である（図 1、表 1）。総漁獲量は 1990 年以降、減少傾向を
示し 2020 年は 2,443 トンまで減少した（図 1、表 1）。近年 5

年間は 2,165 から 2,652 トンで推移し、平均は 2,334 トンであ
る（表 1）。ISC の漁獲集計値には、中国等の漁獲情報が含ま
れていないため、今後の整備が必要である。 

北太平洋（赤道以北）における我が国の本資源の漁獲量は、
1970 年代には 1 万トンを超えていたが、その後減少を続け、
2020 年の漁獲量は 1,637 トンにとどまっている（図 2）。本
資源を漁獲する漁業は、はえ縄または流し網によるものが大半
であるが、一部は突きん棒やひき縄でも漁獲される。漁獲のほ
とんどは、マグロ類を対象とした操業の混獲であり、釧路沖、
常磐沖、房総沖、南西諸島等では、はえ縄、突きん棒及び流し
網が季節的に本資源を主対象とした操業を行っている。 

生物学的特性 

【資源構造】 
本資源は外部形態の比較から南北太平洋の 2 系群があると

考えられていたが、DNA 分析結果から北太平洋の中西部の個
体と東部の個体は遺伝学的に異なることが示されている
（McDowell and Graves 2008、Purcell and Edmands 2011、

図 1. 北太平洋におけるマカジキの国・地域別漁獲量（ISC 集計分）
（1951～2020 年、ISC 2021） 
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日本 1,462 1,297 1,280 1,638 1,637
韓国 61 81 70 48 74
台湾 239 437 362 407 387
米国 402 413 477 559 345
合計 2,165 2,227 2,189 2,652 2,443

表 1. ISC に報告された北太平洋のマカジキの近年の国・地域別漁
獲量（トン、2016～2020 年、ISC 2021） 
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Mamoozadeh et al. 2020）。そのため、WCPFC は本資源を北
資源とし、ISC が中西部太平洋の資源評価を行っていた。しか
し、WCPFC の加盟国の中では、本資源を北資源として扱うこ
とに関して疑問を呈する国もあり、長年にわたる乱獲状態も鑑
みて、WCPFC 北委員会ではなく、WCPFC が本資源の管理勧告
を決定することに合意した（WCPFC 2019）。なお、資源評価
については、引き続き ISC かじき作業部会が実施している。 

 
【分布と回遊】 

はえ縄における単位努力量当たりの漁獲量（CPUE）の分布
から、太平洋における本資源の分布は、熱帯太平洋中西部海域
を取り囲む馬蹄形をなすことが古くから知られている（図 3）
（Squire and Suzuki 1990）。しかし回遊に関する知見は、南
半球に偏っており、詳細は不明である（Sippel et al. 2007、2011、
Holdsworth et al. 2009）。一方、鉛直方向の分布についてみる
と、本資源は主に混合層に分布し、個体は夜間は表面近くに留
まり、日中は混合層の底近くに分布する（Lam et al. 2015）。
また、本資源は 20℃を超える水温帯を好み、海面水温（SST）
から約 8℃以内の水温帯に留まることが確認されている（Lam 
et al. 2015）。 

 
【成長と成熟】 

本資源の年齢別体長（下顎叉長）は、約 4 ヶ月で 104 cm、
15 歳で 214 cm と推定されている（Sun et al. 2011、ISC 2019）。
しかし、この研究結果は、サンプリングされた海域が台湾近海
に偏っており、南太平洋や東部太平洋など、他の海域での研究
結果と大きく異なっている（Melo-Barrera et al. 2003、Kopf et 
al. 2011）。これらの海域間の差異は、海域ごとに成長が異な
るためであると考えられていた。しかし、近年の耳石を用いた
年齢査定の結果、南太平洋と東部太平洋の若齢魚の成長が類似
していることが報告されている（Shimose and Yokawa 2019）。
成熟についても海域によって異なり、台湾近海では 181 cm（約
5 歳）、ハワイ近海では 161 cm 前後（3～4 歳）で約 50％の
個 体 が 成熟 す ると 報 告さ れて い る （ Chen et al. 2018 、
Humphreys and Brodziak 2020）。本資源は、稚魚の採集地点
の分布状況から、一年を通し、中部から西部の北緯 20 度以下
の低緯度海域で産卵していると考えられる（Nishikawa et al. 
1985）。東部太平洋での卵稚仔の採集報告はないが、漁獲され

た体長組成から、一部の個体が産卵している可能性がある。こ
のように、本資源の生態に関する知見については、海域間で一
貫性のある結果が報告されていないため、ISC かじき作業部会
は、共同で生物学研究を開始することに同意した（ISC 2020）。 

資源状態 

最新の資源評価は、2019 年 4 月に ISC かじき類作業部会に
よって実施された。これまで ISC では、中西部北太平洋系群と
東部北太平洋系群の境界線が西経 140 度にあるとして、中西
部北太平洋資源の資源評価を行っていた（ISC 2015）。しかし、
2019 年の資源評価において再度レビューを行った結果、系群
の境界に関する明確な科学的根拠が認められなかった。そこで
ISC かじき類作業部会は、東西の境界を WCPFC と全米熱帯ま
ぐろ類委員会（IATTC）の境界である西経 150 度に変更した（ISC 
2019）。 

使用したモデルは統合モデルの Stock Synthesis 3 ver. 3.30
（SS3；Methot and Wetzel 2013）である。本資源評価は、2017
年の資源評価をもとに、東西の境界と漁業の定義を変更し、漁
獲データ、サイズデータ、資源量指数が更新された。モデルの
設定については前回の方法が踏襲されたが、データの重みづけ
手法や漁具の選択率、加入のプロセスの過程等が変更された。
資源解析に使用した資源量指数（標準化 CPUE）は、エリア・
四半期別の日本のはえ縄（第 3 四半期のエリア 1：北緯 25 度
以南及び東経 180 度を除くエリア）、台湾の遠洋はえ縄（1995
年以後）及びハワイのはえ縄の標準化 CPUE である（図 4）。 

推定された 1 歳以上の総資源量は、1975 年から 1980 年代
半ばにかけて 10,000 トンから 20,000 トンで変動し、その後
20,000 トン前後で安定したが、1990 年以降に減少し、近年は
10,000 トンを下回って推移している（図 5a）。推定された産
卵資源量（SSB）は、1975 年から 1990 年にかけて最大持続生
産量（MSY）レベルの 2,604 トン前後で推移していたが、その
後大きく減少し、近年まで 1,000 トン前後で推移している（図
5b）。推定された加入量は、1975 年から 1990 年半ばに、400
千尾より高い値で変動を繰り返したが、その後は近年まで卓越
した加入群が出現しておらず、特に 2009 年、2012 年及び 2014
年の加入量は少ない（図 5c）。SSB が 1990 年代半ばに大幅に

図 2. 北太平洋（赤道以北）におけるマカジキの我が国の漁法別漁
獲量（1951～2020 年、ISC 2021） 
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図 3. 太平洋におけるマカジキの分布域（桃色）と主要漁獲域（青色） 
現在マカジキを主対象とした漁業はごく小規模な沿岸漁業に限ら
れている。流し網のモラトリアム以降、マカジキは主にはえ縄によ
って漁獲される。 
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減少してその後回復しなかった原因としては、漁獲死亡係数の
増加と加入量の減少が考えられる（図 5d）。これらの結果を
踏まえ、ISC かじき作業部会は、現在の資源状態は乱獲状態に
あり、かつ漁獲は過剰漁獲にあるとした。しかし、ISC かじき
作業部会は、今回の資源評価結果には多くの不確実性があるこ
とを指摘し、管理方策を決定する場合、これらの不確実性を考
慮するよう言及した。 

本稿は、SSB が MSY レベルを下回り、近年の 1 歳以上の資
源量も減少傾向がみられるため、資源水準は低位、資源動向は
減少と判断した。 

将来予測は、将来予測モデル AGEPRO を使用した（Brodziak 

et al. 1998）。将来予測の評価期間は、2018 年から 2037 年の
20 年間とし、初期値や漁獲死亡係数等のパラメータは SS3 の
出力結果を使用した。また、評価する管理シナリオは 2 種類の
加入シナリオを仮定し、一定の漁獲圧と漁獲量一定の漁獲シナ
リオを組み合わせて、計 27 種類のそれぞれ 10,000 回のシミ
ュレーションを実施し、漁獲がなかった場合の SSB0 の 20％
（20％SSB0）に資源が回復する確率を算出した。将来予測の結
果を見ると、一定の漁獲圧で管理する場合、加入量は、資源を
20％SSB0 まで回復する確率に大きく影響した。平均加入量が
多い長期加入シナリオでは、最も高い漁獲圧で漁獲するシナリ
オ 7 を除くすべてのシナリオで 2021 年までに資源を回復する

図 4. 資源評価に用いた日本の遠洋近海はえ縄の資源量指数（CPUE）（左：1976～2017 年、右：1995～2017 年） 
黒丸は標準化された CPUE、実線は平滑化された CPUE のトレンドであり、灰色の塗り潰しは 95％信頼区間を示す。資源評価に用いられ
た CPUE は、第 3 四半期エリア 1 の日本のはえ縄（左下 2 つの図）、1995 年以降の台湾、及び米国ハワイの値である。 

（a） （b）

（c） （d）

図 5. 統合モデル（SS3）による資源評価結果（1975～2017 年） 
（a）1 歳以上の総資源量（トン）、（b）産卵資源量（トン）、（c）加入尾数（千尾）、（d）漁獲死亡係数。b、d で示された水平の直
線は、それぞれ産卵資源における MSY、MSY を達成するために必要な漁獲死亡係数を示す。 
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と予測された（図 6a：黒の実線）。平均加入量の少ない短期の
加入シナリオでは、最も低い漁獲圧では 20％SSB0 に到達する
と予想されるが、他のシナリオでは 2021 年までに 60％の確
率で資源が 20％SSB0を上回ることは期待されなかった（図 6a：
灰色の実線）。漁獲量一定のシナリオでは、長期加入シナリオ
での予測のすべてが、61％から 73％の確率で資源量は 20％
SSB0 に到達した（図 6b：黒の実線）。一方、短期の加入シナ
リオでは、少なくとも 60％の確率で 20％SSB0 に到達するため
には、大幅な漁獲削減が必要となった（図 6b：灰色の実線）。
資源量の回復が予想される最小の漁獲削減はシナリオ 24 で、
現在の管理措置の漁獲量 2,151 トンから 1,359 トンと 60％に
削減され、2021 年には 65％の確率で資源量が 20％SSB0 に到
達することが示された。 

管理方策 

2019 年の WCPFC 年次会合では、資源評価の結果を受けて
暫定的な資源回復計画に合意した。当該計画では、本資源の暫
定的な資源回復目標を、2034 年までに少なくとも 60％の確率
で 20％SSBF=0 を達成することとした上で、当該回復目標を達

成するための保存管理措置の改正を今後検討することとされ
た。2020 年 12 月の WCPFC 年次会合では、米国から資源回復
計画案が提案されたものの、合意には至らなかった。また、ISC
かじき作業部会に対し、日本の公海流し網が禁漁となった後に
漁獲圧が上昇する理由を説明すること、WCPFC の公式統計と、
資源評価で用いられた漁獲量の不一致について確認すること
が要求された。2021 年、ISC かじき作業部会は、これらの要求
に対し議論を行い、資源評価結果の問題点について再度確認し、
2022 年に再度本資源の資源評価を実施することを提案した。
2021 年 12 月の WCPFC 年次会合は、この提案を受け入れ、本
資源は 2022 年 3 月に資源評価を実施し、結果を WCPFC に報
告することとなった。 

執筆者 

かつお・まぐろユニット 
さめ・かじきサブユニット 
水産資源研究所 水産資源研究センター 

広域性資源部 まぐろ第 4 グループ 
井嶋 浩貴 

（a）漁獲圧一定シナリオによる将来予測結果

（b）一定漁獲量シナリオによる将来予測結果

図 6. AGEPRO による将来予測の結果（単位：千トン、2018～2037 年を予測） 
（a）漁獲圧一定シナリオによる将来予測結果、（b）一定漁獲量シナリオによる将来予測結果。それぞれ複数の漁獲圧と漁獲量での結果
を示している。黒線は、長期的な過去の加入量が将来も見込まれると仮定した場合の将来予測の結果であり、灰色の線は、近年の少ない
加入量が続く場合を想定した将来予測結果である。 
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マカジキ（中西部北太平洋）の資源の現況（要約表） 

資源水準 低位 

資源動向 減少 

世界の漁獲量 
（北太平洋） 

（最近 5 年間） 

2,165～2,652 トン 
最近（2020）年：2,443 トン 
平均：2,335 トン（2016～2020 年） 

我が国の漁獲量 
（北太平洋） 

（最近 5 年間） 

1,280～1,638 トン 
最近（2020）年：1,637 トン 
平均：1,463 トン（2016～2020 年） 

管理目標 

暫定的な資源回復目標を、2034 年ま
でに少なくとも 60％の確率で 20％
SSBF=0 を達成することとした上で、当
該回復目標を達成するための保存管
理措置の改正を今後検討する。 

資源評価の方法 統合モデル（SS3） 

資源の状態 
現在の資源状態は乱獲状態にあり、か
つ漁獲は過剰漁獲の状態にある。 

管理措置 
各国が漁獲量を、2000～2003 年の最
高漁獲量から 2011 年は 10％、2012
年は 15％、2013 年以降は 20％削減 

管理機関・関係機関 WCPFC、ISC 

最近の資源評価年 2019 年 

次回の資源評価年 2022 年 
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